浅井了意『観無量寿経鼓吹』について -典拠とその執筆背景- by 木村 迪子
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は
じ
め
に
　
仮
名
草
子
作
家
と
し
て
著
名
な
浅
井
了
意
（
生
年
未
詳
〜
一
六
九
一
）
は
、
一
方
で
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
仏
書
の
執
筆
も
数
多
く
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
仮
名
草
子
作
品
に
比
し
て
了
意
の
仏
書
研
究
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
典
拠
調
査
も
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
ろ
う
。
　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
も
そ
の
一
で
あ
る
。
本
書
は
所
謂
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
一
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
柏
原
祐
泉
氏
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
三
部
経
鼓
吹
じ
よ
う
ど
さ
ん
ぶ
き
よ
う
こ
す
い
七
十
八
巻
。
仏
教
。
浅
井
了
意
著
。
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
十
八
巻
、
同
十
年
刊
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
三
十
巻
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
刊
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
三
十
巻
よ
り
成
る
。
真
宗
所
依
の
経
典
「
浄
土
三
部
経
」
に
、
譬
喩
・
例
話
や
諸
典
籍
を
引
き
、
わ
か
り
や
す
く
詳
細
な
注
釈
を
施
し
た
も
の
。『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
末
に
「
寔
為w
唱
導
片
言
之
補
助q
歟
」
と
い
う
ご
と
く
、
教
化
備
用
に
役
だ
て
る
た
め
で
も
あ
っ
た１
。
　
ま
た
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
浅
井
了
意
全
集　
仏
書
編
３
』
の
解
題
で
は
、
和
田
恭
幸
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
万
治
・
寛
文
年
間
（
一
六
五
八
〜
一
六
七
二
年
）
に
お
い
て
、
当
代
の
学
僧
が
著
し
た
「
浄
土
三
部
経
」
全
巻
に
わ
た
る
刊
本
の
注
釈
書
は
存
在
せ
ず
、
ま
し
て
や
庶
民
布
教
に
資
す
べ
き
性
格
を
具
備
し
た
も
の
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
に
、「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
は
そ
の
二
つ
を
具
備
し
た
貴
重
か
つ
新
鮮
な
光
彩
を
放
つ
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
る２
。
　
両
氏
は
、
本
鼓
吹
が
〈
唱
導
〉
も
し
く
は
〈
庶
民
教
化
〉
に
用
い
る
た
め
の
書
物
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
近
世
期
の
仏
教
は
、
出
版
の
隆
盛
と
結
び
つ
い
た
影
響
も
あ
り
、
前
時
代
よ
り
も
一
層
、
庶
民
教
化
に
偏
重
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る３
。
　
そ
の
半
面
、
各
々
の
教
団
が
幕
府
に
奨
励
さ
れ
て４
学
林
や
学
寮
な
ど
を
設
立
・
整
備
し
、
自
教
団
の
教
義
を
体
系
化
し
て
そ
の
研
鑽
に
励
ん
だ
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
庶
民
教
化
の
た
め
に
本
山
を
下
り
た
僧
侶
た
ち
も
宗
学
と
は
　
浅
井
了
意
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
つ
い
て
│
│ 
典
拠
と
そ
の
執
筆
背
景 
│
│
木　
村　
迪　
子
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無
関
係
で
い
ら
れ
ず
、
た
と
え
ば
真
言
宗
古
義
派
の
浄
厳
（
一
六
三
九
〜
一
七
〇
二
）
は
高
野
山
を
下
り
て
後
に
真
言
律
を
唱
え
て
多
く
の
庶
民
に
戒
律
を
授
け
た
が
、
一
方
で
始
祖
空
海
の
著
作
や
悉
曇
学
の
講
義
・
出
版
も
行
っ
て
い
る５
。
　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
宗
学
│
│
了
意
の
場
合
、
厳
密
に
は
教
学
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
本
論
文
で
は
便
宜
的
に
宗
学
に
統
一
す
る
│
│
と
庶
民
教
化
の
二
方
向
か
ら
近
世
仏
教
に
つ
い
て
は
考
察
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず６
、
了
意
の
仏
書
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
同
様
か
と
思
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
中
、
特
に
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
唱
導
的
性
格
か
ら
少
し
離
れ
て
、
宗
学
的
な
側
面
に
目
を
向
け
て
考
察
に
取
り
か
か
り
た
い
。
　
も
と
も
と
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
を
庶
民
教
化
の
資
の
み
と
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
は
、
本
文
に
多
く
先
人
の
注
釈
書
を
引
く
と
こ
ろ
か
ら
も
わ
か
ろ
う
。
　
た
と
え
ば
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
に
は
「
通
賛
」
が
よ
く
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
阿
弥
陀
経
」
の
代
表
的
な
注
釈
書
の
一
で
あ
る
『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』（
唐
代
、
窺
基
撰
）
の
略
で
あ
り
、
ま
た
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
で
引
か
れ
る
「
浄
影
」
も
や
は
り
『
無
量
寿
経
義
疏
』（
隋
代
、
慧
遠
撰
）
と
い
う
「
無
量
寿
経
」
の
代
表
的
注
釈
書
の
一
を
指
す
。
　
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』・『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
も
こ
の
よ
う
に
学
術
的
な
側
面
は
見
出
せ
る
が
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
は
そ
れ
が
顕
著
と
言
え
る
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
本
書
が
「
観
無
量
寿
経
」
の
注
釈
書
を
う
た
い
な
が
ら
も
そ
の
実
、
浄
土
真
宗
七
高
僧
の
う
ち
の
第
五
祖
・
善
導
が
著
し
た
『
観
無
量
寿
経
疏
』（
以
下
『
観
経
疏
』
と
略
す
。）
の
注
釈
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
と
筆
者
は
考
え
る
。『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』、『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
つ
い
て
も
漢
籍
の
注
釈
の
利
用
が
確
認
で
き
る
が
、
了
意
の
執
筆
態
度
は
あ
く
ま
で
も
「
阿
弥
陀
経
」・「
無
量
寿
経
」
の
注
釈
、
と
見
な
せ
る
。
そ
れ
は
両
書
と
も
巻
一
に
経
典
の
大
意
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
ろ
う
。
　
た
と
え
ば
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
に
は
「
一
に
大
意
を
述
す
と
云
ふ
は
、
往
昔
、
本
師
能
仁
世
尊
（
釈
＊
引
用
者
註
迦
）
無
蓋
の
大
悲
を
以
て
、
三
界
一
切
の
衆
生
を
哀
れ
み
、
彼
の
西
方
無
勝
荘
厳
の
浄
土
を
辞
し
て
、
此
の
娑
婆
閻
浮
那
提
の
濁
世
に
出
で
、
八
相
示
現
し
て
、
玉
音
を
震
ひ
、
類
に
随
が
ひ
機
に
応
じ
て
、
三
蔵
十
二
の
密
雲
を
覆
ひ
、
八
万
四
千
の
法
雨
を
灑
ぎ
玉
ふ
。（
巻
一
ノ
一７
）」
と
記
し
、
ま
た
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
も
「
能
仁
世
尊
、
彼
の
無
勝
荘
厳
の
浄
土
を
辞
し
て
、
此
の
五
濁
悪
世
汚
穢
乱
漫
の
娑
婆
に
応
現
し
玉
ふ
所
以
は
、
偏
へ
に
是
れ
西
方
の
浄
教
を
説
て
、
一
切
衆
生
を
し
て
勧
め
て
安
養
に
往
生
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
為
な
り
。（
巻
一
ノ
二８
）」
と
類
似
の
文
を
記
す
。
　
一
方
で
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
は
こ
の
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
巻
一
ノ
一
か
ら
早
速
「
観
経
文
義
依
證
定
疏
」
と
し
て
善
導
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
他
の
二
書
が
経
典
の
文
句
を
挙
げ
、
注
釈
書
を
引
き
、
注
釈
書
の
註
を
記
す
、
と
い
う
段
階
を
踏
む
の
に
対
し
て
、
本
書
は
経
典
の
文
句
を
挙
げ
ず
に
『
観
経
疏
』
の
文
を
挙
げ
て
こ
れ
を
解
説
す
る
記
述
が
散
見
す
る
。
こ
れ
は
本
書
に
於
い
て
か
な
り
特
異
な
点
で
あ
り
、
本
書
が
一
層
宗
学
色
の
濃
い
一
書
と
な
っ
た
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
更
に
今
回
の
調
査
で
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
が
注
釈
の
典
拠
と
し
て
浄
土
宗
第
三
祖
・
良
忠
（
一
一
九
九
〜
一
二
八
七
）
が
著
し
た
『
観
経
疏
』
の
注
釈
で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
四
帖
疏
伝でん
通づう
記き
』（
一
二
五
八
成
立
、
以
下
『
伝
通
記
』
と
略
す
。）
と
、
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
聖
し
ょ
う
冏げい
（
一
三
四
一
〜
一
四
二
〇
）
の
『
観
無
量
寿
経
四
帖
疏
伝
通
記
糅にゅう
鈔しょ
う』（
成
立
年
未
詳
、
以
下
『
糅
鈔
』
と
略
す
。）
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を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
浄
土
宗
の
宗
学
に
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
、
唱
導
や
庶
民
教
化
を
重
視
し
た
書
物
と
は
見
な
し
が
た
い
。
そ
れ
を
典
拠
と
し
て
利
用
し
た
事
実
も
ま
た
、
本
書
が
と
り
わ
け
宗
学
的
側
面
の
強
い
一
書
と
な
っ
た
一
因
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
今
回
判
明
し
た
典
拠
か
ら
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
と
宗
学
と
の
関
係
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
了
意
の
仏
書
に
つ
い
て
の
新
た
な
解
釈
を
導
き
出
し
、
ま
た
、
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
っ
た
了
意
が
な
ぜ
浄
土
宗
の
宗
学
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
本
書
執
筆
に
あ
た
っ
た
の
か
、
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。
一
、『
伝
通
記
』
の
利
用
（
一
）
　
先
述
し
た
と
お
り
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
は
「
観
無
量
寿
経
」
の
注
釈
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
善
導
の
『
観
経
疏
』
と
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
良
忠
の
『
伝
通
記
』
を
典
拠
と
し
て
い
た
こ
と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
。
更
に
言
う
と
『
伝
通
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
糅
鈔
』
を
も
典
拠
に
用
い
て
い
る
の
だ
が
、
ま
ず
は
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
と
『
伝
通
記
』
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
の
利
用
方
法
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
　
了
意
は
『
伝
通
記
』
を
い
く
つ
か
の
用
途
で
利
用
し
て
い
る
。
最
初
に
単
純
な
『
伝
通
記
』
の
利
用
を
取
り
上
げ
た
い
。
た
と
え
ば
巻
一
ノ
十
五
「
三
檀
四
攝
之
説
」
に
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。
▼
三
檀
と
は
、
檀
は
施
な
り
。
大
論
曰
、
檀
有
三
種
、
一
者
財
施
、
二
者
法
施
、
三
者
無
畏
施
矣
。
金
剛
般
若
論
無
著
菩
薩　
造
に
、
三
檀
を
立
て
ゝ
六
度
を
攝
す
。
一
に
は
資
生
施
、
是
れ
に
二
種
あ
り
、
一
に
は
内
施
、
謂
く
、
自
身
の
五
躰
・
皮
肉
・
支
節
を
施
す
、
二
に
は
外
施
、
謂
く
、
自
の
妻
子
及
び
財
産
、
園
林
等
を
施
す
、
是
、
即
檀
那
波
羅
密
な
り
。
二
に
は
無
畏
施
、
是
れ
に
尸
羅
と
提
と
を
攝
す
。
持
戒
忍
辱
の
前
へ
に
は
怨
恨
の
讎
敵
な
し
。
三
に
は
法
施
、
是
に
毘
梨
耶
と
禅
那
と
般
若
と
の
三
波
羅
密
を
攝
す
。
若
し
精
進
な
く
ば
、
受
法
の
人
の
為
め
に
説
法
す
と
も
必
ず
疲
倦
す
べ
き
が
故
に
、
若
し
禅
定
な
く
ば
、
他
の
信
敬
供
養
を
貪
求
し
て
亦
た
寒
熱
逼
悩
を
忍
ぶ
こ
と
能
は
じ
。
正
使
ひ
説
法
す
と
も
、
染
心
不
浄
な
ら
ん
。
若
し
智
恵
な
く
ば
、
顚
倒
し
て
正
理
を
失
し
、
法
を
説
く
に
過あや
謬まり
多
か
ら
ん
。
故
に
此
の
三
波
羅
密
を
離
れ
て
法
施
を
成
す
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
と
な
り
。
▼
四
攝
と
は
、
布
施
・
愛
語
・
利
行
・
同
事
、
此
の
四
つ
を
以
て
一
切
有
情
を
攝
益
す
。
一
に
布
施
と
は
運
心
平
等
な
る
を
布
と
云
ひ
、
己
を
輟やめ
て
他
を
恵
む
を
施
と
云
ふ
財
と
法
と
無
畏
と
報
恩
と
の
四
施
。
二
に
愛
語
と
は
音
声
の
屈
曲
・
吐
納
・
清
雅
な
る
を
語
と
云
ふ
。
聞
く
者
の
悦
楽
無
厭
な
る
を
愛
と
云
ふ
。
三
に
利
行
と
は
、
行
は
是
れ
、
所
修
の
行
、
利
は
亦
所
得
の
益
也
。
現
に
は
其
の
身
、
軽
安
に
し
て
、
当
に
は
涅
槃
を
得
。
是
を
利
と
名
づ
く
。
四
に
同
事
と
は
、
同
は
等
也
。
事
は
業わざ
也
。
有
情
と
等
同
に
行
業
を
修
行
す
る
が
故
に
と
大
乗
入
道
次
第
の
意
。９
　
こ
れ
は
『
伝
通
記
』
玄
義
分
巻
第
二
ノ
三
十
二
「
三
檀
三
種
之
事Ａ
」、
な
ら
び
に
三
十
三
「
四
攝
之
事
」
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。
該
当
箇
所
の
み
抽
出
す
る
と
、「
三
檀
三
種
之
事
」
で
は
、
三
檀
と
は
、
無
著
所
造
の
金
剛
般
若
論
に
三
檀
を
立
て
六
度
を
攝
す
。
彼
論
の
上
に
云
、
檀
那
に
三
種
有
、
一
に
資
生
施
と
は
、
謂
く
、
檀
那
波
羅
蜜
な
り
、
二
に
無
畏
施
と
は
、
謂
く
、
尸
羅
波
羅
蜜
・
提
波
羅
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蜜
な
り
、
三
に
法
施
と
は
、
謂
く
、
毘
梨
耶
波
羅
蜜
・
禅
那
波
羅
蜜
・
般
若
波
羅
蜜
等
な
り
、
若
し
精
進
無
ん
ば
受
法
の
人
、
所
為
説
法
の
時
に
お
い
て
、
疲
倦
す
る
が
故
に
説
法
す
る
こ
と
能
ず
。
若
し
禅
定
無
ん
ば
則
ち
信
敬
供
養
を
貪
し
、
及
び
寒
熱
逼
悩
を
忍
こ
と
能
ず
。
故
に
染
心
に
し
て
説
法
す
。
若
し
智
恵
無
れ
ば
便
ち
顛
倒
し
て
説
法
す
る
に
多
く
過
有
が
故
に
、
此
の
三
を
離
て
は
法
施
を
成
得
ず
。
已上
（
中
略
）
智
論Ｂ
の
十
四
に
云
、
檀
有
三
種
、
一
者
財
施
、
二
者
法
施
、
三
者
無
畏
施Ｃ
。
と
記
す
の
に
拠
り
、
ま
た
、「
四
攝
之
事
」
で
は
、
大
乗
入
道
次
第Ｄ
智周
に
云
、
次
に
四
攝
を
明
す
に
、
略
し
て
二
門
を
分
つ
。
初
に
は
名
字
を
釈
し
、
後
に
は
行
相
を
弁
ず
。
初
し
て
中
に
亦
二
あ
り
、
先
摠
、
後
は
別
。
摠
と
は
、
此
の
四
事
を
以
諸
の
有
情
を
攝
す
。
故
に
四
攝
と
名
く
。
或
は
攝
と
は
他
を
益
す
る
に
施
等
の
法
を
以
、
有
情
を
益
す
る
が
故
に
、
故
らママ
に
瑜
伽
に
云
、
所
有
の
摂
事
、
能
く
他
の
一
切
の
有
情
を
成
就
す
、
能
成
就
す
と
は
即
是
益
な
り
。
別
名
を
釈
は
、
一
に
は
布
施
。
運
心
普
く
及
ぶ
、
之
を
称
て
布
と
す
、
己
を
輟やめ
て
人
を
恵
あ
は
れ
む
故
に
名
て
施
と
す
。
二
に
は
愛
語
。
音
声
屈
曲
表
彰
す
る
を
語
と
名
、
聞
く
者
の
悦
楽
す
、
故
に
目
て
愛
と
す
。
三
に
は
利
行
。
行
は
是
、
所
修
の
行
、
即
是
因
の
名
な
り
、
利
是
所
得
の
利
益
即
是
果
の
称
な
り
、
故
に
瑜
伽
に
云
、
此
に
由
て
能
く
現
法
の
中
に
お
い
て
身
軽
安
な
る
こ
と
を
得
し
む
。
後
法
の
中
に
お
い
て
、
般
涅
槃
す
る
等
は
此
現
軽
安
な
り
。
後
に
は
般
涅
槃
皆
并
に
利
と
名
、
所
益
有
る
が
故
にＥ
。
四
に
は
同
事
。
同
と
は
等
也
、
事
と
は
事
業
な
り
、
謂
く
、
有
情
と
等
く
行
業
を
修
す
。
故
に
同
事
と
名
已上
と
記
す
の
に
拠
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、『
伝
通
記
』
と
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
と
で
私
に
太
字
で
記
し
た
出
典
が
同
内
容
の
記
事
中
に
お
い
て
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
他
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、『
伝
通
記
』
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は
こ
の
よ
う
な
引
用
文
献
の
合
致
に
多
い
。
了
意
は
基
本
的
に
『
伝
通
記
』
を
用
い
て
文
献
の
孫
引
き
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、『
伝
通
記
』
の
利
用
（
二
）
　
次
に
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
お
け
る
『
伝
通
記
』
の
典
拠
利
用
に
つ
い
て
、
文
献
の
孫
引
き
で
は
な
い
利
用
の
確
認
を
し
た
い
。
　
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
二
十
二
ノ
四
十
一
「
新
旧
両
訳
名
目
之
問
答
」
に
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。
問
、
旧
訳
に
は
衆
生
と
云
ひ
、
新
翻
に
は
有
情
と
云
ふ
、
然
る
に
今
家
の
釈
語
は
皆
旧
訳
の
名
目
を
用
ら
る
。
今
ま
有
情
と
は
何
ぞ
茲
に
至
て
新
翻
の
名
目
を
依
用
し
玉
ふ
や
。
答
、
只
是
れ
有
識
の
義
に
し
て
未
だ
必
し
も
新
訳
の
名
目
を
依
用
す
と
云
ふ
に
は
非
ず
。
設
ひ
又
新
翻
の
名
目
を
用
ゆ
と
云
ふ
と
も
何
ぞ
強
て
之
を
尤
と
が
め
んや
。
按
る
に
、
唐
の
玄
奘
三
蔵
渡
天
帰
朝
の
後
ち
、
倶
舎
婆
沙
等
の
論
、
及
び
菩
薩
蔵
・
大
般
若
等
の
経
を
翻
訳
し
て
旧
訳
の
脱
落
訛
謬
を
正
治
す
。
是
よ
り
天
下
の
聖
教
皆
な
新
訳
の
名
目
を
以
て
造
述
の
格
と
す
。
然
る
に
奘
三
蔵
の
帰
唐
は
太
宗
帝
貞
観
十
九
年
乙
丑
の
歳
な
り
。
此
時
、
今
家
の
年
三
十
三
歳
な
り
。
奘
三
蔵
帰
唐
の
年
よ
り
二
十
一
年
を
経
て
高
宗
帝
麟
徳
二
年
二
月
に
寂
せ
ら
る
。
今
家
は
尚
、
此
の
後
十
七
年
を
経
て
、
永
隆
二
年
三
月
に
入
滅
せ
り
。
時
、
年
六
十
九
〔　　〕40
歳
な
り
。
是
を
以
て
推
知
す
る
に
、
奘
三
蔵
帰
唐
以
後
、
今
家
已
で
に
三
十
七
年
を
経
玉
ふ
。其
間
に
豈
に
新
訳
の
聖
教
を
見
給
は
ざ
ら
ん
や
。
　
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、『
伝
通
記
』
定
善
義
巻
第
三
ノ
三
十
九
「
今
家
新
訳
依
用
不
依
用
之
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
問
、
有
情
と
は
、
是
れ
新
訳
の
名
目
な
り
。
大
師
は
皆
、
旧
訳
の
名
目
を
用
て
新
訳
に
依
ず
。
今
、
如
何
が
有
情
の
言
を
用
る
や
。
答
、
只
是
有
識
の
義
に
し
て
未
だ
必
し
も
新
訳
を
依
用
す
る
に
あ
ら
ざ
る
也
。
又
、
今
家
、
新
訳
の
名
目
を
用
□
□
強
に
咎
が
無
な
りＦ
。
謂
く
、
玄
奘
西
天
よ
り
晨
旦
に
帰
こ
と
は
大
宗
貞
観
十
九
年
乙巳
、
大
師
、
時
年
三
十
三
、
其
の
後
、
三
十
六
年
を
経
て
入
滅
す
。
何
ぞ
新
訳
を
見
ざ
ら
ん
や
。
謂
く
、
大
宗
貞
観
二
十
年
丙午
玄
奘
西
域
の
記
十
二
巻
を
製
す
。
永
徽
の
中
に
倶
舎
論
三
十
巻
を
訳
す
。
永
徽
は
六
年
有
り
、
大
師
三
十
八
に
当
。
四
十
四
に
至
、
顕
慶
元
丙辰
婆
娑
論
二
百
巻
を
訳
。
大
師
の
年
四
十
八
、
顕
慶
五
年
庚申
よ
り
龍
朔
三
年
癸亥
に
至
、
玉
華
寺
に
お
い
て
大
般
若
を
訳
す
。
二
年
を
過
ぎ
、
已
て
乾
封
元
年
二
月
五
日
、
中
夜
に
玄
奘
玉
華
寺
に
卒
す
春
秋
六
十　
三
。
其
の
後
、
十
六
年
を
経
て
永
隆
二
年
三
月
十
四
日
或
は
二
十
七
日
大
師
入
滅
す
時
年
六
十　
九
。
此
を
以
て
之
を
推
す
る
に
今
家
新
訳
の
聖
教
を
見
べ
し
。
　
『
伝
通
記
』
を
読
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
今
家
│
│
こ
こ
で
は
善
導
を
指
す
│
│
が
『
観
経
疏
』
執
筆
に
際
し
、
旧
訳
で
あ
る
「
衆
生
」
と
新
訳
で
あ
る
「
有
情
」
を
併
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
良
忠
0
0
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
了
意
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
を
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
答
文
の
流
用
が
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
は
か
な
り
多
く
見
つ
け
ら
れ
た
。
文
献
の
孫
引
き
に
止
ま
ら
ず
、
了
意
は
良
忠
の
解
釈
も
本
鼓
吹
に
使
用
し
て
い
た
の
だ
。
　
了
意
は
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
お
い
て
『
伝
通
記
』
と
い
う
典
拠
の
明
記
を
管
見
の
限
り
一
切
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
出
典
の
な
い
、
こ
の
よ
う
な
問
答
文
や
語
注
を
そ
の
ま
ま
了
意
の
思
想
と
関
連
づ
け
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
三
、『
伝
通
記
』
の
利
用
（
三
）
　
更
に
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
中
に
散
見
す
る
僧
伝
に
つ
い
て
、
典
拠
利
用
の
手
法
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。
　
了
意
は
そ
の
仏
書
に
し
ば
し
ば
僧
伝
を
挿
話
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
作
中
に
本
朝
の
僧
伝
だ
け
で
十
話
が
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
典
拠
は
基
本
的
に
虎
関
師
錬
の
『
元
亨
釈
書
』（
一
三
二
二
成
立
）
と
考
え
ら
れ
る
。『
元
亨
釈
書
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
了
意
自
身
、
記
事
に
「
元
亨
釈
書
に
見
」
と
い
う
割
注
を
附
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
、「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
で
は
信
用
に
足
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
朝
の
僧
伝
を
挿
話
す
る
に
あ
た
り
、
了
意
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
『
元
亨
釈
書
』
か
ら
僧
伝
を
引
い
た
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
る
。
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、『
伝
通
記
』
が
解
明
の
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
次
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。
　
た
と
え
ば
巻
一
ノ
四
十
八
「
池
上
皇
慶
隠
霊
異
」
は
そ
の
文
末
に
「
元
亨
釈
書
に
見
」
と
の
割
注
を
附
す
。
本
話
は
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
五
慧
解
二
之
四
「
叡
山
皇
慶
」
を
典
拠
と
す
る
が
、
こ
こ
に
池
上
皇
慶
の
伝
が
挿
話
さ
れ
た
理
由
を
『
伝
通
記
』
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。『
伝
通
記
』
玄
義
分
〔　　〕41
巻
第
三
ノ
二
十
四
「
唐
青
龍
寺
出
火
雨
降
来
消
之
事
」
を
次
に
引
く
。
又
、
池
上
にママ
皇
慶
背
振
山
に
お
い
て
、
驚
發
地
神
の
呪
を
満
る
時
、
大
地
震
動
す
。
而
も
門
人
の
延
殷
法
橋
を
誡
て
云
、
汝
、
成
仏
に
至
ま
で
此
の
事
他
に
語
こ
と
莫
れ
云　
　
云
。
乙
護
法
此
の
霊
験
を
見
て
、
随
逐
給
仕
す
。
　
こ
の
よ
う
に
該
書
で
は
池
上
皇
慶
の
逸
話
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
更
に
、『
伝
通
記
』（
伝
）
と
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』（
観
）
の
本
話
の
前
後
関
係
を
確
認
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
観
観
念
法
門
曰
…
（
44
オ
）
│
│
伝
観
念
法
門
に
云
…
（
15
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
←
観
昔
し
丹
波
国
…
（
44
ウ
）
│
│
伝
又
池
上
に
皇
慶
…
（
16
オ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
←
観
真
宗
出
離
の
…
（
45
オ
）
│
│
伝
此
の
宗
の
出
離
…
（
17
オ
）
　
右
に
挙
げ
た
話
順
の
対
応
関
係
を
鑑
み
て
も
、
了
意
が
『
伝
通
記
』
の
記
事
に
基
づ
い
て
「
池
上
皇
慶
隠
霊
異
」
を
挿
話
し
た
と
捉
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
に
、
伝
記
の
本
文
は
了
意
が
最
も
信
頼
を
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
『
元
亨
釈
書
』
を
用
い
た
と
推
測
し
う
る
。
　
同
様
の
手
法
は
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
三
十
ノ
三
十
九
「
慈
覚
大
師
本
伝
」
で
も
確
認
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
後
も
含
め
、
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。
（
三
十
七
段
末
）
此
義
已
で
に
證
を
請
ふ
て
定
め
竟
ぬ
。
一
句
一
字
も
加
減
す
べ
か
ら
ず
。
写
さ
ん
と
欲
せ
ん
者
の
は
、
一
ら
経
法
の
如
に
せ
よ
。
応
に
知
る
べ
し
。
是
れ
、
所
ル
p
謂
ハ
上
来
の
聖
證
、
是
を
請
證
と
云
ふ
。
證
、
説
に
由
て
定
判
し
玉
ふ
が
故
に
、
定
竟
と
云
ふ
。
今
家
の
造
疏
、
更
に
大
早
の
計
に
非
ず
。
未
来
の
群
蒙
を
し
て
疑
を
除
き
、
信
を
生
ん
。
苦
海
を
超
て
彼
岸
に
達
し
め
ん
と
欲
す
る
所
以
ん
、
今
の
證
定
の
意
、
茲
れ
に
在
り
。
黒
谷
の
高
祖
上
人Ｇ
、
往
始
言
は
く
、
諸
師
の
製
疏
、
未
だ
必
ず
し
も
證
有
ら
ず
。
但
華
厳
の
澄
観
、
和
国
の
慈
覚
、
其
の
所
造
の
疏
釈
に
於
て
霊
験
を
顕
せ
り
と
云　
　
云
（
三
十
八
段
「
清
涼
寺
澄
観
伝
」）
（
三
十
九
段
「
慈
覚
大
師
本
伝
」）
円
仁
其
の
姓
は
…
慈
覚
大
師
と
賜
ふ
元
亨
釈
書
に
見
嘗
て
仁
寿
元
年
に
金
剛
頂
経
疏
七
巻
を
作
り
、
斉
衡
二
年
に
蘇
悉
地
経
疏
七
巻
を
造
る
。
心
中
に
念
ず
、
此
疏
、
仏
意
に
契
通
す
る
や
、
と
。
仏
像
の
前
に
置
て
七
日
を
期
と
し
て
祈
願
す
る
に
、
第
五
日
の
夜
の
夢
に
、
当
午
の
正
中
に
、
空
に
仰
ぎ
て
日
輪
の
面
を
見
る
。
弓
を
ひ
て
之
を
射
る
。
其
箭
、
即
ち
日
輪
に
中
り
て
旋
転
す
と
覚
て
後
ち
、
深
く
仏
意
に
契かなふこ
と
を
悟
り
て
用
て
世
に
流
布
せ
し
む
と
別
伝
に
見
（
後
略
）
　
こ
れ
を
『
伝
通
記
』
の
散
善
義
巻
第
三
ノ
三
十
五
「
仏
眼
相
看
者
慈
眼
相
視
名
為
仏
眼
之
事
」
で
見
て
い
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
⒜
請
證
定
竟
と
は
、
上
来
の
聖
證
を
名
て
請
證
と
す
。
説
に
依
に
定
判
す
。
故
に
名
て
定
と
す
。
大
師
の
製
疏
意
と
聊
尓
な
ら
ず
。
未
来
を
し
て
疑
を
除
き
信
を
生
じ
頓
に
苦
海
を
超
へ
速
に
彼
岸
に
登
し
め
ん
と
欲
す
。
今
の
證
定
意
茲
に
在
り
。
祖
師
の
云
、
諸
師
の
製
疏
、
未
だ
必
し
も
證
有
ら
ず
。
⒝
但
、
華
厳
の
澄
観
、
一
十
八
年
に
清
涼
山
に
於
て
、
祈
請
を
致
し
て
終
に
文
殊
の
教
を
得
て
、
八
十
華
厳
経
の
釈
を
製
し
て
盛
り
に
世
に
行
ひ
、
旧
師
の
釈
に
超
た
り
。
⒞
和
国
の
慈
覚
大
師
、
仁
寿
元
年
に
、
金
剛
頂
経
の
疏
、
一
部
七
巻
を
作
り
、
斉
衡
二
年
に
蘇
悉
地
経
の
疏
七
巻
を
作
り
、
其
の
功
、
已
に
畢
て
心
に
念
す
ら
く
、
此
の
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疏
、
仏
意
に
通
る
や
、
否
や
。
若
し
通
ぜ
ず
ば
、
世
に
流
伝
せ
ざ
れ
。
疏
を
仏
像
の
前
に
安
置
し
て
、
七
日
七
夜
剋
念
し
て
祈
願
す
る
に
、
第
五
日
に
至
る
時
、
夢
ら
く
、
午
の
正
中
に
当
て
仰
で
日
輪
の
面
を
見
。
弓
を
以
之
を
射
る
に
其
の
箭
日
輪
に
当
て
動
転
す
と
覚
て
後
、
深
く
仏
意
に
達
す
る
こ
と
を
悟
て
後
世
に
伝
べ
し
。
云　
　
云
　
⒜
は
三
十
七
段
に
相
応
す
る
。
そ
し
て
⒝
は
三
十
八
段
に
「
清
涼
寺
澄
観
」
と
し
て
そ
の
伝
記
が
挿
話
さ
れ
て
い
る
。
⒞
に
慈
覚
大
師
の
挿
話
が
あ
る
が
、
こ
の
内
容
が
三
十
九
段
で
割
注
「
元
亨
釈
書
に
見
」
以
降
の
挿
話
に
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、
文
末
の
「
別
伝
に
見
」
の
別
伝
と
は
、『
伝
通
記
』
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
も
了
意
が
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
つ
い
て
、『
伝
通
記
』
を
基
礎
典
拠
と
し
て
執
筆
の
資
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
にＨ
、
了
意
は
作
品
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
複
数
典
拠
を
用
い
、
そ
の
中
で
も
基
礎
典
拠
と
補
足
典
拠
と
に
分
け
て
骨
組
み
と
肉
付
け
を
作
品
に
附
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
お
け
る
基
礎
典
拠
が
『
伝
通
記
』
で
あ
り
、
そ
こ
へ
更
に
別
の
典
拠
を
用
い
て
肉
付
け
を
し
た
、
そ
の
一
が
『
元
亨
釈
書
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
調
査
の
過
程
に
お
い
て
『
伝
通
記
』
に
拠
ら
な
い
記
述
も
見
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
更
に
調
べ
た
結
果
、
冒
頭
に
記
し
た
と
お
り
、
第
二
の
典
拠
と
し
て
『
糅
鈔
』
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
次
に
、『
糅
鈔
』
の
利
用
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。
四
、『
糅
鈔
』
の
利
用
と
テ
キ
ス
ト
の
問
題
　
『
糅
鈔
』
は
浄
土
宗
の
僧
侶
・
聖
冏
に
拠
る
『
伝
通
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
と
『
伝
通
記
』
の
照
合
を
行
う
と
、『
伝
通
記
』
に
は
な
い
文
章
を
本
鼓
吹
に
見
つ
け
る
こ
と
が
屡
々
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
巻
一
ノ
三
「
善
導
大
師
伝
付
道
綽
禅
師
三
昧
發
得
」
で
あ
る
。次
に
本
文
を
引
用
す
る
。
宗
師
は
緇
州
の
人
な
り
。
姓
は
朱
氏
。
幼
な
く
し
て
密
州
の
明
勝
法
師
に
随
て
出
家
し
、
法
華
維
摩
等
の
経
を
誦
学
す
。
未
だ
少
年
の
日とき
、
西
方
の
変
相
を
見
て
、
大
に
感
喜
し
て
忽
に
発
願
す
。
我
れ
如
何
ん
し
て
か
当
に
質
を
蓮
台
に
託
し
神
を
浄
土
に
棲
し
む
べ
き
、
と
。
已
で
に
大
蔵
に
投
じ
て
手
に
信まか
せ
て
探
る
に
観
経
を
得
た
り
。
便
は
ち
是
を
誦
習
す
。
西
河
禅
師
に
値あふて、
観
経
の
理
義
を
稟
承
し
、
念
仏
を
行
し
、
観
想
を
修
し
、
疲
れ
を
忘
れ
て
倦
ず
。
宝
閣
・
瑶
池
・
宝
座
・
金
像
、
宛
あ
た
か
眼
前
に
在
り
。
三
昧
發
得
し
て
戒
品
を
護
持
す
。
洗
浴
の
外
か
衣
を
脱
ず
。
目
に
女
人
の
面
を
見
ず
。
心
に
名
利
の
想
を
棄
捨
す
。
他
の
論
談
は
修
業
を
妨
ぐ
る
こ
と
を
畏
て
常
に
単
孤
と
し
て
座
す
。
麁
糲
を
食
し
て
甘
味
を
思
は
ず
。
三
十
餘
年
、
更
に
仏
前
の
外
か
、
別
の
寝
処
な
し
。
弥
陀
経
を
書
く
こ
と
十
万
巻
、
浄
土
の
変
相
を
画
こ
と
三
百
鋪
、
破
壊
の
伽
藍
を
修
造
し
、
損
敗
の
仏
像
を
補
営
す
。
　
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、『
伝
通
記
』
に
は
該
当
す
る
文
章
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、『
糅
鈔
』
巻
二
「
顕
要
記
源
清
作
之
事Ｉ
」
に
同
様
の
記
事
を
確
認
で
き
た
。
（
前
略
）
諸
伝
の
意
に
依
に
、
今
師
、
緇
州
の
人
な
り
郷里
。
俗
姓Ｊ
氏族
は
幼
く
し
て
密
州
の
明
勝
法
師
に
投
た
り
。
出
家
し
て
法
華
維
摩
を
誦
し
て
西
方
の
変
相
を
見
て
発
願
す
。
如
何
し
て
当
に
質
た
を
蓮
台
に
託
し
、
神
を
浄
土
に
栖
す
べ
け
ん
少
年
發
願
。
大
経
蔵
に
投
て
手
に
信
せ
て
探
る
に
、
観
経
を
得
た
り
。
便
、
喜
て
十
六
観
を
誦
習
し
て
西
河
禅
師
に
値
て
観
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経
を
学
し
、
念
仏
の
業
を
行
し
て
一
心
念
仏
す
。
寒
冷
に
も
汗
を
流
、
観
想
、
疲
を
忘
、
宝
閣
・
瑶
池
・
宝
座
・
金
像
、
宛
か
眼
前
に
在
。
三
昧
發
得
し
て
師
の
往
生
を
定
む
。
三
十
餘
年
別
の
寝
処
無
く
し
て
洗
浴
の
外
は
衣
を
脱
ず
。
戒
品
を
護
持
し
て
纎
毫
も
犯
ず
。
女
人
を
見
ず
。
名
利
を
棄
捨
し
て
衣
鉢
を
人
に
持
せ
ず
。
論
談
、
修
業
を
妨原文
マ
マぐ
こ
と
を
畏
る
ゝ
故
に
、
常
に
自
独
に
し
て
四
事
の
供
養
を
行
し
て
捨
て
ゝ
寺
に
贈
る
。
常
に
麁
食
を
好
て
甘
味
を
思
ず
。
弥
陀
経
を
書
こ
と
十
万
巻
、
浄
土
の
変
相
を
図
す
こ
と
三
百
鋪
、
破
壊
の
伽
藍
を
修
造
し
て
、
燃
灯
常
に
絶
ずＫ
受
業
清
浄
。
　
比
較
す
る
と
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
と
思
う
。
他
に
も
『
糅
鈔
』
の
利
用
が
随
所
で
確
認
で
き
た
。
巻
一
で
言
え
ば
、
全
四
十
八
段
中
、
少
な
く
と
も
三
十
七
段
で
該
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
たＬ
。
　
こ
こ
で
更
に
了
意
が
実
見
し
た
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
同
段
後
半
に
は
、
證
真
の
私
記
曰
、
以
此
文
、
證
天
台
善
導
共
化
凡
夫
、
乃
至
共
化
凡
夫
其
義
幽
異
也
、
彼
雑
止
観
此
有
相
観
也
是一
、
彼
以
三
賢
三
信
流
転
分
三
輩
差
、
此
以
遇
大
遇
小
遇
悪
分
九
品
是二
、
彼
以
観
力
滅
五
逆
此
念
仏
力
独
滅
逆
罪
是三
云
云
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
も
や
は
り
『
伝
通
記
』
に
は
見
当
た
ら
ず
、『
糅
鈔
』
を
用
い
て
い
る
。
　
『
糅
鈔
』
巻
二
ノ
三
十
七
「
善
導
天
台
本
地
之
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
證
真
の
私
記
に
云
、
以
此
文
、
證
天
台
善
導
共
化
凡
夫
、
何
。
答
、
共
化
凡
夫
其
義
遥
異
、
彼
雑
止
観
此
有
相
観
是一
、
彼
以
三
賢
三
信
流
転
分
三
輩
差
、
此
以
遇
大
遇
小
遇
悪
分
九
品
是二
、
彼
以
観
力
滅
除
五
逆
、
此
以
念
仏
力
独
滅
逆
罪
是三
　
今
、
私
に
引
用
典
籍
名
を
太
字
で
記
し
、
ま
た
、
異
同
箇
所
を
囲
ん
だ
。
「
證
真
の
私
記
」
と
は
、
天
台
宗
の
証
真
（
生
没
年
不
詳
、
鎌
倉
期
）
に
よ
る
天
台
智
顗
撰
述
『
観
経
疏
』
の
注
釈
で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
疏
私
記
』
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
散
逸
し
て
現
在
で
は
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
な
い
。
勿
論
、
近
世
期
に
出
版
の
記
録
も
な
い
。
了
意
が
実
見
し
た
と
考
え
る
に
は
か
な
り
困
難
な
一
書
で
あ
る
。
拠
っ
て
本
書
に
つ
い
て
の
記
述
は
文
献
を
孫
引
き
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
と
言
え
、
事
実
、『
糅
鈔
』
に
は
同
じ
く
「
證
真
の
私
記
」
と
し
て
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
が
引
か
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
囲
ん
だ
箇
所
を
見
る
と
わ
か
る
が
、
そ
の
文
章
が
完
全
に
合
致
し
な
い
。
そ
こ
で
同
じ
く
『
糅
鈔
』
を
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
源
誉
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
六
）
の
『
観
経
直
談
鈔
』（
正
保
四
刊
）
に
同
引
用
が
確
認
で
き
た
の
で
参
照
し
た
い
。
（
前
略
）
糅
鈔
云
、（
中
略
）
證
真
私
記
云
、
以
此
文
。
證
天
台
善
導
共
化
凡
夫
乃
至
共
化
凡
夫
。
其
義
幽
異
也
。
彼
雑
止
観
。
此
有
相
観
也
。
是一
彼
以
三
賢
三
信
流
転
。
分
三
輩
差
。
此
以
遇
大
。
遇
小
遇
悪
分
九
品
是二
彼
以
観
力
滅
五
逆
。
此
念
仏
力
。
独
滅
逆
罪Ｍ
是三
（
巻
一
ノ
十
二
「
善
導
師
依
観
経
造
疏
五
由
事
」）
　
こ
れ
を
見
る
と
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
「
證
真
の
私
記
」
に
つ
い
て
の
引
用
で
は
『
観
経
直
談
鈔
』
の
方
が
本
書
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
『
観
経
直
談
鈔
』
に
照
合
し
て
『
糅
鈔
』
を
見
て
み
る
と
、
書
き
下
し
に
も
異
同
が
あ
る
。
源
誉
が
当
時
関
東
十
八
檀
林
の
一
で
あ
っ
た
大
巌
寺
の
第
四
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代
も
務
め
た
程
の
学
僧
で
あ
っ
た
事
実
を
鑑
み
て
も
、
そ
の
利
用
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
一
応
の
信
頼
が
置
け
る
の
で
は
な
い
か
。『
糅
鈔
』
の
本
文
は
明
暦
元
年
版
本
を
用
い
た
が
、
本
書
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
そ
れ
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
言
え
る
かＮ
。
了
意
が
見
て
い
た
『
糅
鈔
』
の
テ
キ
ス
ト
が
、
明
暦
の
版
本
よ
り
寧
ろ
当
時
名
の
知
れ
た
浄
土
宗
の
学
僧
だ
っ
た
源
誉
の
そ
れ
に
近
い
系
統
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
了
意
と
宗
学
の
関
係
│
│
両
者
の
距
離
│
│
を
考
え
る
上
で
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
執
筆
の
背
景
　
以
上
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
典
拠
と
し
て
『
伝
通
記
』、
な
ら
び
に
『
糅
鈔
』
の
指
摘
を
し
た
。
　
両
書
と
も
浄
土
宗
の
高
僧
が
著
し
た
仏
書
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
庶
民
向
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
典
拠
に
用
い
た
こ
と
も
ま
た
、
本
書
が
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
中
で
も
特
に
宗
学
的
な
性
格
が
強
い
一
書
と
な
っ
た
一
因
と
言
え
る
。
　
次
い
で
、
了
意
が
な
ぜ
『
伝
通
記
』
と
『
糅
鈔
』
を
典
拠
に
用
い
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
和
田
恭
幸
氏
が
了
意
の
仏
書
に
関
し
て
興
味
深
い
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
本
書Ｏ
に
は
、「
御
文
」（「
御
文
章
」）
や
『
歎
異
抄
』
等
に
拠
り
つ
つ
、
念
仏
や
信
心
に
関
す
る
真
宗
独
特
の
教
義
を
平
易
に
説
い
た
箇
所
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
了
意
の
他
の
仏
書
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
内
容
は
少
な
く
、
逆
に
本
書
の
特
色
と
な
っ
て
い
るＰ
。
こ
れ
は
『
勧
信
義
談
鈔
』
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
後
半
の
「
了
意
の
他
の
仏
書
に
お
い
て
」
に
つ
い
て
、
氏
の
指
摘
は
少
な
く
と
も
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
は
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
管
見
の
限
り
、
本
書
で
親
鸞
以
下
、
真
宗
高
僧
ら
が
著
し
た
真
宗
所
依
の
文
献
を
用
い
た
言
及
が
な
か
っ
た
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
っ
た
了
意
が
、
真
宗
に
お
け
る
基
礎
的
教
典
で
あ
る
「
観
無
量
寿
経
」
│
│
実
際
は
『
観
経
疏
』
│
│
の
注
釈
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
真
宗
で
は
な
く
寧
ろ
浄
土
宗
所
依
の
文
献
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
三
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
指
摘
し
た
い
。
　
第
一
の
可
能
性
と
し
て
、
両
書
が
当
時
既
刊
の
典
籍
で
あ
っ
た
た
め
に
入
手
が
容
易
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
考
え
ら
れ
る
。
近
世
前
期
の
仏
書
の
出
版
状
況
を
見
る
と
、
浄
土
宗
経
典
の
出
版
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
るＱ
。
特
に
良
忠
を
含
む
鎮
西
派
の
記
し
た
著
作
は
初
期
か
ら
刊
行
が
進
ん
で
お
り
、
比
較
的
手
に
取
り
や
す
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
は
『
伝
通
記
』
や
『
糅
鈔
』
に
つ
い
て
、
僅
か
で
は
あ
る
が
そ
の
引
用
に
版
本
と
異
同
が
見
ら
れ
る
。
更
に
『
糅
鈔
』
を
典
拠
と
し
た
と
き
に
、『
直
談
鈔
』
と
の
照
合
か
ら
、
源
誉
が
見
て
い
た
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
了
意
が
実
見
し
て
い
た
可
能
性
も
出
て
き
た
。
　
そ
も
そ
も
了
意
は
執
筆
に
あ
た
り
、
あ
る
程
度
書
肆
に
よ
る
資
料
の
提
供
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
別
稿
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
了
意
の
『
密
厳
上
人
行
状
記
』（
寛
文
十
二
刊
）
は
典
拠
に
写
本
で
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
『
大
伝
法
院
本
願
上
人
縁
起
』
を
用
い
て
い
たＲ
。
こ
れ
は
恐
ら
く
版
元
の
前
川
茂
右
衛
門
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
手
に
取
り
や
す
い
か
ら
と
い
う
理
由
の
み
で
鎮
西
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派
の
文
献
を
用
い
た
と
は
考
え
が
た
い
だ
ろ
う
。
　
次
に
、
宗
学
的
な
理
由
か
ら
、
敢
え
て
他
宗
派
の
典
籍
を
利
用
し
た
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
糅
鈔
』
の
作
中
に
大
部
の
他
宗
典
籍
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、藤
田
真
証
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
聖
冏
の
引
用
典
籍
の
傾
向
を
見
れ
ば
、
対
外
的
に
自
宗
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
他
宗
の
典
籍
を
用
い
て
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
るＳ
。
　
氏
が
指
摘
さ
れ
る
手
法
は
宗
学
に
お
い
て
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
くＴ
、
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
で
同
様
の
手
法
が
採
ら
れ
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
書
に
お
い
て
真
宗
所
依
の
文
献
の
利
用
が
皆
無
0
0
と
い
う
の
は
不
審
で
あ
る
。
教
祖
・
親
鸞
以
下
、
浄
土
真
宗
諸
師
の
著
述
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
真
宗
の
教
義
と
自
著
と
の
間
に
あ
る
程
度
の
距
離
を
置
い
て
い
る
と
も
取
れ
る
態
度
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
最
後
の
可
能
性
は
、
了
意
が
真
宗
所
依
の
文
献
を
使
わ
な
い
の
で
は
な
く
、
使
え
な
か
っ
た
0
0
0
0
0
0
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
親
鸞
教
学
に
用
い
る
テ
キ
ス
ト
の
内
、『
教
行
信
証
』
の
開
版
は
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
と
言
わ
れ
る
。
藤
田
氏
に
拠
れ
ば
「
親
鸞
の
主
著
で
あ
る
『
教
行
信
証
』
は
、
そ
れ
ま
で
伝
授
に
よ
る
許
可
が
な
け
れ
ば
読
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
開
版
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
るＵ
。」
と
の
こ
と
だ
が
、
画
期
的
な
開
版
の
一
方
、
本
願
寺
派
で
あ
る
が
、
教
団
が
寛
文
八
年
に
出
し
た
法
制
の
中
に
は
、「
一
御
当
家
之
御
聖
教
、
御
本
書
并
六
要
鈔
、
御
伝
鈔
其
外
仮
名
御
聖
教
者
、
従
昔
御
相
伝
之
秘
書
也
。
然
処
近
年
猥
拝
見
之
、
剰
荒
涼
致
沙
汰
之
事Ｖ
。」
と
の
一
条
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
真
宗
教
団
に
お
け
る
聖
教
利
用
の
限
界
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、
了
意
は
公
的
な
学
僧
で
は
な
か
っ
た
。
市
井
に
あ
る
一
僧
侶
に
過
ぎ
な
い
。『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
刊
行
さ
れ
た
翌
延
宝
三
年
に
了
意
は
東
本
願
寺
か
ら
念
願
の
紙
寺
号
を
許
さ
れ
て
い
るＷ
が
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
　
了
意
は
抑
も
、
親
族
の
咎
に
よ
り
寺
を
追
わ
れ
て
浪
人
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
派
内
で
問
題
を
起
こ
せ
ば
ど
の
よ
う
な
処
罰
が
下
さ
れ
る
の
か
、
身
を
以
て
経
験
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
紙
寺
号
許
可
を
目
前
に
し
て
自
ら
率
先
し
て
禁
忌
を
破
ろ
う
と
も
思
う
ま
い
。
　
更
に
本
書
刊
行
時
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
こ
れ
に
先
立
つ
寛
文
五
年
、
他
宗
か
ら
か
な
り
遅
れ
て
東
本
願
寺
は
寺
内
に
学
寮
を
創
設
し
たＸ
。
当
時
、
分
裂
し
た
本
願
寺
派
に
公
的
な
学
寮
は
不
在
で
あ
っ
た
。
西
本
願
寺
で
は
既
に
、
寛
永
十
七
（
一
六
四
〇
）
年
、
学
寮
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
承
応
二
年
に
肥
後
熊
本
延
寿
寺
の
月
感
が
当
時
の
能
化
で
あ
っ
た
西
吟
に
対
し
て
批
判
を
行
っ
た
こ
と
を
端
緒
と
す
る
、
所
謂
「
承
応
の
鬩げき
牆しょ
う」
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
元
で
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
、
幕
府
の
命
令
で
破
却
さ
れ
て
い
た
。
以
降
、
本
願
寺
は
仮
黌
で
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
公
に
許
さ
れ
て
再
興
が
叶
っ
た
の
は
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
、
つ
ま
り
再
興
に
約
四
十
年
間
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
に
な
るＹ
。
一
度
起
こ
し
た
問
題
の
収
拾
と
再
建
が
如
何
に
困
難
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。
　
こ
う
し
た
時
代
背
景
や
、
了
意
の
置
か
れ
た
状
況
、
そ
し
て
抑
も
の
宗
学
自
体
の
慣
習
か
ら
鑑
み
て
、
了
意
が
自
宗
の
聖
教
を
執
筆
に
用
い
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
推
定
は
不
自
然
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
幾
度
か
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
了
意
の
著
作
が
引
き
起
こ
し
た
他
宗
派
と
の
軋
轢Ｚ
に
つ
い
て
も
、
ひ
と
つ
の
解
釈
を
提
言
し
得
る
。
そ
れ
は
、
自
宗
派
に
つ
い
て
はａ
制
限
を
強
い
ら
れ
得
る
一
方
で
、
他
宗
派
に
つ
い
て
は
想
像
以
上
に
自
由
な
執
筆
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
　
了
意
文
学
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
博
識
強
記
」
と
も
称
さ
れ
た
彼
の
知
識
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
な
典
拠
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
し
か
し
、
今
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
典
拠
の
意
味
を
考
え
る
と
、
了
意
が
自
由
に
書
け
な
か
っ
た
事
柄
│
│
自
ら
が
所
属
す
る
浄
土
真
宗
の
教
義
│
│
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
　
先
行
研
究
で
は
谷
脇
理
史
氏
が
了
意
の
『
浮
世
物
語
』
に
自
主
規
制
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
るｂ
が
、
そ
れ
は
公
儀
│
│
江
戸
幕
府
│
│
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
身
近
な
、
了
意
本
人
が
所
属
す
る
教
団
に
対
す
る
自
主
規
制
と
い
う
の
は
、
了
意
文
学
に
於
け
る
本
質
的
な
与
件
と
見
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
典
拠
と
し
て
『
伝
通
記
』
な
ら
び
に
『
糅
鈔
』
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
調
査
の
上
で
は
ま
だ
典
拠
不
明
の
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
特
に
巻
一
ノ
三
十
「
入
定
麁
住
細
住
之
説
」
に
は
「
因
に
問
、
八
災
患
の
相
如
何
ん
。
答
、
八
災
患
、
亦
は
八
触
と
名
く
。
麁
住
細
住
八
触
十
眷
属
は
禅
定
家
の
至
要
に
し
て
必
ず
知
ら
ず
は
有
る
べ
か
ら
ず
。」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
禅
宗
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
し
か
る
べ
き
か
と
思
う
。
宗
学
で
言
え
ば
、
本
願
寺
派
で
は
あ
る
が
、
西
吟
に
つ
い
て
、
承
応
の
鬩
牆
の
一
因
に
は
西
吟
が
講
義
に
禅
宗
の
教
え
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
て
い
るｃ
。
了
意
の
学
識
が
ど
の
よ
う
な
系
譜
を
辿
っ
て
い
る
の
か
を
た
ぐ
る
手
掛
か
り
と
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。『
伝
通
記
』
や
『
糅
鈔
』
か
ら
離
れ
て
こ
れ
ら
の
記
述
を
採
用
し
た
心
底
は
何
か
。
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
源
誉
の
『
直
談
鈔
』
に
は
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
二
十
六
ノ
三
十
三
「
明
祐
律
師
伝
」
と
同
じ
く
巻
九
ノ
十
九
に
「
明
祐
律
師
之
事
」
が
載
る
。
こ
れ
は
『
伝
通
記
』、『
糅
鈔
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
事
で
、
了
意
が
本
書
執
筆
に
あ
た
り
典
拠
に
用
い
た
他
書
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
か
と
思
う
。
　
本
書
に
限
ら
ず
了
意
の
仏
書
に
つ
い
て
は
ま
だ
そ
の
典
拠
が
不
明
で
あ
る
部
分
も
多
く
、
今
回
の
指
摘
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。
今
後
の
検
証
を
課
題
と
し
た
い
。
註（
１
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典　
第
三
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）
に
拠
る
。
（
２
）　
和
田
恭
幸
「
解
題
」（『
浅
井
了
意
全
集　
仏
書
編
３
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
）
（
３
）　
た
と
え
ば
上
田
霊
城
氏
は
「
近
世
ほ
ど
仏
教
が
庶
民
と
の
接
触
を
深
め
た
時
代
は
な
い
。
そ
の
結
果
が
仏
教
の
堕
落
を
促
進
さ
せ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
半
面
仏
教
は
庶
民
の
生
活
の
中
に
広
く
深
く
根
を
下
ろ
し
た
と
も
云
へ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
庶
民
化
に
尽
力
し
た
人
々
は
、
い
わ
ゆ
る
宗
学
者
で
は
な
く
、
伝
統
教
学
に
深
い
理
解
を
示
し
つ
つ
、
伝
統
か
ら
の
多
少
の
逸
脱
は
覚
悟
の
上
で
庶
民
の
方
向
へ
傾
斜
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。」（「
近
世
真
言
宗
の
庶
民
教
化
│
│
来
世
信
仰
│
│
」、『
密
教
文
化
』
第
九
九
号
、
密
教
研
究
会
、
一
九
七
二
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
概
し
て
、
近
世
初
頭
の
仏
教
教
団
は
、
幕
藩
制
国
家
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形
成
過
程
と
の
対
応
に
於
い
て
、
体
制
的
枠
組
み
に
沿
い
つ
つ
自
律
的
に
教
団
形
成
の
途
を
選
択
し
た
の
で
あ
り
、
幕
藩
権
力
は
む
し
ろ
こ
れ
を
追
認
し
て
制
度
化
し
、
あ
る
い
は
修
正
を
加
え
て
体
制
内
に
位
置
づ
け
て
い
っ
た
と
捉
え
る
方
が
、
近
世
仏
教
教
団
の
歴
史
的
実
情
に
即
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。」
（『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』
通
史
編　
上
巻
、
龍
谷
大
学
、
二
〇
〇
〇
）
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
（
５
）　
上
田
霊
城
編
『
浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
九
）
等
参
照
。
（
６
）　
浅
井
了
宗
氏
は
「
幕
府
の
宗
教
政
策
に
随
順
し
た
結
果
、
宗
団
機
構
の
整
備
、
仏
教
々
学
（
宗
学
）
の
振
興
と
学
僧
の
輩
出
、
民
衆
教
化
へ
の
根
強
い
地
盤
の
拡
張
、
文
化
の
諸
方
面
へ
の
浸
透
等
没
却
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。」（「
本
願
寺
派
に
於
け
る
聖
教
出
版
の
問
題
」『
龍
谷
史
壇
』
四
十
四
巻
、
龍
谷
大
学
史
学
会
、
一
九
五
八
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）　
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
の
本
文
は
『
浅
井
了
意
全
集　
仏
書
編
１
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
）
に
拠
る
。
引
用
に
当
た
り
適
宜
書
き
下
し
、
句
読
点
な
ど
補
っ
た
。
（
８
）　
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
本
文
は
『
浅
井
了
意
全
集　
仏
書
編
２
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
）
に
拠
る
。
引
用
に
当
た
り
適
宜
書
き
下
し
、
句
読
点
な
ど
補
っ
た
。
（
９
）　
以
下
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
本
文
は
『
浅
井
了
意
全
集　
仏
書
編
３
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
）
に
拠
る
。
引
用
に
当
た
り
典
拠
と
の
対
応
関
係
の
わ
か
り
や
す
さ
も
踏
ま
え
て
適
宜
書
き
下
し
、
句
読
点
や
一
部
ル
ビ
な
ど
補
っ
た
。
『
伝
通
記
』、『
糅
鈔
』、『
直
談
鈔
』
に
つ
い
て
も
同
様
と
し
た
。
（
10
）　
『
伝
通
記
』
の
章
段
名
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
寛
文
四
年
刊
『
新板
伝
通
記
目
録
』（
丁
子
屋
三
郎
兵
衛
彫
刊
、
請
求
番
号
一
一
五
三
／
二
七
八
／
一
六
│
一
）
に
拠
る
。
（
11
）　
『
大
智
度
論
』
を
指
す
。
杲
宝
（
一
三
〇
六
〜
一
三
六
二
）
の
『
大
日
経
疏
演
奧
鈔
』
に
も
、「
智
論
第
十
四
云
檀
有
三
種
一
者
財
施
二
者
法
施
三
者
無
畏
施
云
云
」
と
引
く
。（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
九
巻
、
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九
二
九
）
（
12
）　
以
下
、『
伝
通
記
』
の
本
文
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
慶
安
四
年
版
本
（
版
元
不
明
、
請
求
番
号
一
一
五
三
／
二
七
八
／
一
六
）
に
拠
る
。
引
用
に
当
た
り
適
宜
書
き
下
し
、
句
読
点
や
一
部
ル
ビ
等
補
っ
た
。
本
書
の
写
本
及
び
版
本
に
お
け
る
異
同
に
つ
い
て
は
沼
倉
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
研
究
」
（
大
正
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
）
に
詳
し
い
。
本
書
は
活
字
本
と
し
て
大
正
新
修
大
蔵
経
や
浄
土
宗
全
書
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
成
立
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
慶
安
四
年
版
本
を
用
い
た
。
所
々
判
読
不
能
な
箇
所
や
誤
刻
が
見
ら
れ
た
た
め
、一
部
□
で
示
し
、ま
た
「
原
文
マ
マ
」
を
附
し
て
い
る
。
（
13
）　
智
周
（
唐
代
、
六
六
八
〜
七
二
三
）
撰
述
。『
糅
鈔
』
に
「
○
大
乗
入
道
次
第
と
は
法
相
宗
の
人
師
律
宗
の
元
祖
撲
揚
大
師
作
也
。」
（
14
）　
こ
こ
は
文
政
五
年
版
に
拠
れ
ば
「
此
に
由
て
、
能
、
現
法
の
中
に
お
い
て
身
軽
安
を
得
、
後
法
の
中
に
お
い
て
般
涅
槃
し
む
等
な
り
。
此
の
現
軽
安
と
後
の
般
涅
槃
と
を
皆
并
に
利
と
名
。
所
益
有
が
故
。」（『
浄
土
宗
全
書
』
第
二
巻
、
浄
土
宗
典
刊
行
会
、
一
九
二
九
）
（
15
）　
こ
こ
は
文
政
五
年
版
に
拠
れ
ば
「
今
家
、新
訳
の
名
目
を
用
、亦
咎
が
有
無
。」
（『
浄
土
宗
全
書
』
第
二
巻
、
浄
土
宗
典
刊
行
会
、
一
九
二
九
）
（
16
）　
浄
土
宗
の
開
祖
・
法
然
の
こ
と
。
（
17
）　
た
と
え
ば
坂
巻
甲
太
「
解
説
」（
叢
書
江
戸
文
庫
29
『
浅
井
了
意
集
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
三
）
に
「『
三
井
寺
物
語
』
は
『
元
亨
釈
書
』
を
骨
格
に
し
、
そ
れ
に
他
の
先
行
説
話
集
な
ど
を
取
り
入
れ
て
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
あ
る
。
（
18
）　
『
糅
鈔
』
の
章
段
名
は
『
伝
通
記
糅
鈔
目
録
』
に
拠
っ
た
。（『
浄
土
宗
全
書
』
第
三
巻
、
浄
土
宗
典
刊
行
会
、
一
九
二
九
）
（
19
）　
原
文
マ
マ
。『
浄
土
宗
全
書
』
第
三
巻
頭
注
に
「
俗
姓
下
異
本　
有w
朱
字q
」
（
20
）　
『
糅
鈔
』
の
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
明
暦
元
年
版
本
（
請
求
番
号
ヤ
四
／
二
六
四
／
一
〜
二
四
）
に
拠
る
。
（
21
）　
利
用
箇
所
で
言
え
ば
『
伝
通
記
』
よ
り
も
『
糅
鈔
』
の
方
が
多
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、『
伝
通
記
』
の
補
足
に
『
糅
鈔
』
を
用
い
る
記
事
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
逆
は
確
認
で
き
ず
、
了
意
は
根
幹
的
な
典
拠
と
し
て
明
確
に
『
伝
通
記
』
を
意
識
し
て
用
い
て
い
た
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
（
22
）　
『
観
経
直
談
鈔
』
の
本
文
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
正
保
四
年
刊
本
（
西
村
又
左
衛
門
梓
行
、
請
求
番
号
一
一
五
三
／
一
九
二
／
三
）
に
拠
る
。
本
書
の
〔　　〕48
作
者
・
源
誉
は
浄
土
宗
僧
侶
。
肇
蓮
社
源
誉
一
法
。
雲
潮
虎
角
に
師
事
し
、
唱
導
に
秀
で
、
本
書
の
他
に
も
『
本
願
直
談
鈔
』（
正
保
四
刊
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
直
談
を
執
筆
刊
行
し
た
。
赤
坂
竜
泉
寺
の
開
祖
。
（
23
）　
な
お
、
近
世
初
頭
は
多
く
仏
書
の
開
版
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
混
乱
が
あ
り
、
整
合
が
取
ら
れ
な
い
ま
ま
出
版
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。『
伝
通
記
』
に
つ
い
て
も
、
慶
安
四
年
版
本
で
は
送
り
仮
名
な
ど
に
問
題
が
散
見
さ
れ
、
一
部
に
脱
字
も
見
ら
れ
た
。
第
一
級
の
底
本
を
用
い
て
い
な
い
可
能
性
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
（
24
）　
『
勧
信
義
談
鈔
』。
本
書
が
例
外
的
な
の
は
跋
文
に
「
慶
安
二
年
」
と
あ
り
、
か
な
り
初
期
に
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
一
方
、
了
意
没
後
の
宝
暦
十
一
（
一
六
七
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
こ
の
二
点
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
25
）　
和
田
恭
幸
「
解
題
」（『
浅
井
了
意
全
集　
仏
書
編
１
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
）
（
26
）　
佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿　
本
編
』（
伝
久
寺
、
一
九
七
三
）
等
参
照
。
（
27
）　
拙
稿
「
浅
井
了
意
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
に
つ
い
て
│
│
典
拠
・
執
筆
姿
勢
・
影
響
│
│ 
」（『
近
世
文
藝
』
一
〇
一
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
二
〇
一
五
）
（
28
）　
藤
田
真
証
「
西
吟
教
学
の
研
究
」（
龍
谷
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
一
、
http://hdl.handle.net/10519/1555
）
（
29
）　
た
と
え
ば
良
暁
の
『
伝
通
記
見
聞
』
に
も
他
宗
派
の
文
献
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
博
引
旁
証
の
論
理
に
基
づ
く
と
言
わ
れ
る
。（
高
橋
弘
次
「
解
説
」（『
浄
土
宗
全
書
続
第
三
巻
』、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
三
）
参
照
。）
（
30
）　
註（
28
）に
拠
る
。
（
31
）　
千
葉
乗
隆
「
真
宗
教
団
の
組
織
と
制
度
」（『
千
葉
乗
隆
著
作
集
第
三
巻　
真
宗
の
組
織
と
制
度
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
）
所
収
。
初
出
は
『
真
宗
教
団
の
組
織
と
制
度
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
八
）
。
（
32
）　
北
条
秀
雄
『
新
修
浅
井
了
意
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
）
等
参
照
。
（
33
）　
正
式
に
「
高
倉
学
寮
」
が
創
設
さ
れ
た
の
は
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
で
あ
る
が
、
寛
文
五
年
に
は
寺
内
に
学
寮
を
創
立
し
た
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
高
倉
学
寮
草
創
考
」（
深
田
虎
雄
、『
研
究
所
紀
要
』
七
号
、
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
、
一
九
九
〇
）
な
ど
参
照
。
（
34
）　
承
応
の
鬩
牆
に
つ
い
て
は
註（
４
）に
詳
し
い
。
（
35
）　
た
と
え
ば
江
本
裕
氏
が
指
摘
す
る
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
出
版
に
よ
る
鈴
木
正
三
の
弟
子
た
ち
の
反
発
が
あ
る
（
江
本
裕
「『
因
果
物
語
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│
│
片
仮
名
本
検
討
を
通
し
て
」、『
大
妻
国
文
』
十
一
号
、
大
妻
女
子
大
学
、
一
九
八
〇
）。
ま
た
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
『
伝
通
記
』
や
『
糅
鈔
』
の
利
用
に
つ
い
て
、
了
意
が
恣
意
的
に
文
言
を
換
え
た
箇
所
が
見
つ
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
尚
是
れ
真
宗
念
仏
の
中
か
の
施
化
利
生
門
の
深
趣
に
似
た
り
。」（
巻
一
ノ
四
十
五
）
は
『
糅
鈔
』
巻
十
三
「
尚
是
我
宗
の
施
化
利
生
門
の
少
し
深
き
也
。」
を
典
拠
と
す
る
が
、「
我
宗
（
浄
土
宗
）」
を
「
真
宗
念
仏
（
こ
こ
で
は
浄
土
真
宗
を
指
す
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
）」
と
置
き
換
え
る
の
は
作
為
的
で
あ
り
、
浄
土
宗
側
に
あ
ま
り
良
い
印
象
を
与
え
な
い
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。
（
36
）　
こ
の
範
疇
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
江
戸
名
所
記
』
巻
四
ノ
六
「
西
本
願
寺
」
に
は
東
西
本
願
寺
に
つ
い
て
批
判
的
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
（
37
）　
谷
脇
理
史
「『
浮
世
物
語
』
と
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 
文
学
・
芸
術
学
編
』
四
〇
号
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
九
九
四
）
（
38
）　
普
賢
大
圓
『
真
宗
教
学
の
発
達
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
三
）
等
参
照
。
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
様
よ
り
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
多
く
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
